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各　位
スティール・パートナーズ・ジャパンによるサッポロホールディングス（株）への
大規模買付提案に対する労働組合声明
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サッポロ飲料労働組合

サッポロライオン労働組合

サッポロ流通システムユニオン　

　スティール・パートナーズ・ジャパン・ストラテジック・ファンド（オフショア）、エル・ピー（以下「ＳＰＪＳＦ」という。）から、サッポロホールディングス（株）(以下「ＳＨ」という。)に対してＳＨ社株式の大規模買付提案（以下「本提案」という。）がありました。本提案以降、ＳＨ社が導入している大規模買付ルール（以下「ルール」という。）に則り、手続きが行なわれ、２月２６日ＳＨ社取締役会は、本提案に対して反対との意見を表明しました。

私たちサッポロ関連労働組合協議会（以下「関連労協」という。）及び加盟各単組は、連合の「ヘッジファンド、ＰＥファンド等に関する政策的課題と対応の考え方」を参考に、ルールに則ったやりとりと、そこから得ることができた必要情報やこれまでのＳＰＪＳＦの投資事例等を踏まえ、組織内で議論した結果、働く者の立場から下記の理由で本提案について、断固反対との意思を表明します。
記
１．企業価値の向上について

私たちサッポログループで働く者は、製造、販売している酒類や清涼飲料水、外食サービス、快適空間の提供等の安全・安心な製品やサービスを通して、お客様に喜んでいただくため、一人ひとりが日々の業務に精励しています。
ＳＰＪＳＦは、本提案後、１年以上経過しているにもかかわらず、具体的な経営計画等について示していません。また、現状では、ＳＰＪＳＦは、企業価値を高めることについて、短期的な利益のみを追求していると感じざるを得ません。私たちは、働く者一人ひとりが日々の努力を積み重ねることを通じて、お客様への喜びの提供と、社会への貢献、その結果として、持続的な企業価値の向上に結び付けていくことが重要であると考えています。

したがって、企業価値の向上について、ＳＰＪＳＦと私たちサッポログループで働く者の考え方には大きな隔たりがあると言わざるを得ません。

私たちは、これからもやりがい・働きがいのある業務に精励することを通じてお客様へ喜びを提供し、社会に貢献して、企業価値の向上につなげていきたいと考えます。

２．雇用・労働条件の維持と労使関係について

私たちサッポログループで働く者にとって、雇用の確保と労働条件の維持、家族を含めた生活の安定は、日々の業務に精励していく上で必要不可欠です。また、今日まで幾多の困難な課題に直面しながらも、労使が相互を尊重し、真摯に議論を行い、その都度将来を見据えた結論を見出してきたことが、現在のサッポログループの発展にもつながっています。

しかし、本提案では雇用の確保や労働条件の維持について明確な考え方が示されておらず、働く側にとっての不安は大きく、将来に対する脅威すら感じざるを得ません。また、労使関係という視点が欠落していると言わざるを得ません。

やりがい・働きがいのある職場・雇用の確保、安心して生活していくための労働条件の維持は、日々の業務に精励していく上で必要不可欠です。これまで培ってきた労使の信頼関係を維持し、さらに発展させていく必要があると考えます。

以　上










PAGE  
2

